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■エネルギー計測機器の要件 
 

　　①電力使用量の計測、取得	


　　　　　・必須　　　　　　　  ： 住宅全体、太陽光発電（発電量・売電量）	

　　　　　・設置の場合必須 ： 空調設備（主たる居室のみ）、ヒートポンプ式給湯器、ガス発電、蓄電池（充放電量）	

	


　　②使用電力計測・取得間隔 　： 30分以内	

	


　　③データ蓄積期間（表示できること） 　： １時間以内の単位で1ヶ月以上、1日以内の単位で13ヶ月以上	

	


　　④その他　： 計測機器に「ECHONET Lite」規格を標準インターフェースで搭載していること	

　　　　　　　　　　計測機器により計測した所定時間単位の積算消費電力量データを計測機器あるいは関連する	

　　　　　　　　　　外部機器に蓄積し続けること	

　　　　　　　　　　エネルギー使用量の定期的な報告（ｱﾝｹｰﾄ）が可能であること　	


■エネルギー計測機器　補助金申請時に必要な書類 
 

　　①施工後の写真（計測装置のみでよい）　製造番号、型番が読める写真は必要ありません	

　　②保証書の写し（保証書はAEMグラファー製品梱包に同梱）	


■ＡＥＭグラファーＬｉｔｅ機器構成 

※具体的な補助金内容は添付資料を参照してください	




品名	
 製品写真	
 品番	
 内容	
 概算価格	


AEMグラファーＬｉｔｅ 
（多回路計測セット）	


AE-IBZ01-LTS	


主幹ＣＴ×2個 
発電ＣＴ×1個 
分岐ＣＴ×4個 
ＣＴケーブル2m×7本 

99,000円	


機器収納ＢＯＸ 
（テンパール製）	


SP-MA1L	


■ボックス寸法 
　 H：320×W：160×D：118 
 
■木板寸法 
　 H：175×W：75×D：15	


2,500円	


主幹1次送りＣＴ　　　　
(150A) AE-IB01-CTMP	


主幹１次送りCT×１個 
CTケーブル2m×１本 11,700円	


■ＡＥＭグラファーＬｉｔｅ機器本体仕様 

■製品ラインナップ 
＜基本パック＞	


＜オプション＞	



